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ま え が き 

 

本報告書は労働政策研究・研修機構の５年にわたるプロジェクト研究「新たな経済社会に

おける能力開発・キャリア形成支援のあり方に関する研究」のサブテーマである「キャリア

形成弱者の実態と支援に関する調査研究」の２年目の成果である。 

「キャリア形成弱者の実態と支援に関する調査研究」においては、キャリア形成をするう

えで困難を抱えている（抱える可能性がある）人々は誰であるのか、そこにはどんな課題が

あり、どのような支援が求められるのかという観点から研究を進めている。こうした問題意

識から、平成 19年度には労働政策研究報告書№97『「日本的高卒就職システム」の変容と模

索』をとりまとめ、発表したところである。 

続く平成 20 年度では、地方の若者層の教育から職業への移行に着目し、北海道、長野を

事例として、過去の東京都の調査を活用しながら調査研究を取りまとめることとした。 

本研究では特定の地域を事例として取り上げてはいるが、各地域の事例研究にとどまるも

のではない。事例は様々な指標をもとに慎重に選ばれたモデルケースである。日本に住む様々

な地域の人々が、本報告書で示した事例のどれかに自らの地域をなぞらえることができるこ

とを意図している。読者が所属する地域と本報告書の事例を重ね合わせることを通じて、当

該地域の理解が深まる一助になれば幸いである。 
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独立行政法人労働政策研究･研修機構 
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